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医
学
部
・
医
学
研
究
科

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

熱
気
の
新
病
院
棟
建
設

　

学
年
募
金
委
員
会 

開
催

北
島
政
樹
名
誉
教
授

万
国
外
科
学
会（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）

コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー
就
任

慶
應
医
学
１
０
０
年
を
目
前
に
し
た

大
切
な
１
年
の
幕
開
け
を
祝
う

　

現
代
の
医
療
に
お
い
て

は
、
患
者
さ
ん
に
も
自
分
の

病
気
の
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
患
者
さ

ん
が
、
自
分
の
病
気
の
こ
と

を
知
ろ
う
と
し
て
も
、
信
頼

に
足
る
情
報
源
は
限
ら
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
２
０
０

９
年
にKOMPAS

と
い
う
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
病
気
、

検
査
、
く
す
り
、
栄
養
に
関

す
る
患
者
さ
ん
向
け
情
報
を

提
供
し
て
き
た
。

　

KOMPAS

と
い
う
名
称
に

は
、
情
報
の
荒
波
の
中
で
、

患
者
さ
ん
の
指
針
に
な
る
よ

う
な
サ
イ
ト
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
最
大
の
特
徴
は
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
の
各
診
療
科

の
医
師
な
ど
が
書
き
お
ろ
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
の
理
解
を
助

け
る
よ
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ

ラ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、
信
濃

町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
し
た
編
集
委
員
が
編
集

し
、
わ
か
り
や
す
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
成
し
て
い
る
。
現

在
の
記
事
数
は
約
７
０
０
と

な
り
、
新
聞
な
ど
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、Google

に
病
名
を

入
れ
て
検
索
す
れ
ば
、
上
位

にKOMPAS

の
サ
イ
ト
の
解

説
が
出
て
く
る
ほ
ど
、
有
名

な
サ
イ
ト
に
な
り
つ
つ
あ

る
。 

　

「
最
新
の
医
療
紹
介
」
で

は
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の

新
し
い
医
療
の
取
り
組
み

を
、
担
当
す
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と

で
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
受

診
の
窓
口
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
慶
應
発
サ
イ

エ
ン
ス
」
で
は
、
慶
應
義
塾

の
若
手
研
究
者
の
研
究
成
果

を
一
般
の
方
に
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
る
。 

  KOMPAS

は
慶
應
義
塾
大

学
の
大
き
な
社
会
貢
献
の
一

つ
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
の
価
値
を
高
め
る
重
要

な
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
是
非
、
三
四
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

KOMPAS

を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
患
者
様
に
も
ご
案
内
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

URL

は
［http://kompas.

hosp.keio.ac.jp

］
で
す
。 

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

教
授
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
所
長門

川
俊
明
70
回
） 

　

組
織
の
再
生
に
用
い
る
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
の
幹
細
胞
な

ど
を
使
用
し
た
医
師
の
自
主

臨
床
研
究
（translational 

research

：
Ｔ
Ｒ
）
や
患
者

自
身
の
免
疫
細
胞
を
用
い
た

が
ん
治
療
な
ど
の
自
由
診
療

を
規
制
す
る
目
的
の
、
再
生

医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
（
再
生
医
療

新
法
：
平
成
25
年
11
月
27
日

公
布
）
が
平
成
26
年
11
月
25

日
に
施
行
さ
れ
た
。

　

新
法
で
は
、
再
生
医
療
等

技
術
を
そ
の
リ
ス
ク
に
応
じ

て
第
1
種
（
高
リ
ス
ク
：
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
等
）、
2
種
（
中

リ
ス
ク
：
体
性
幹
細
胞
等
）

及
び
3
種
（
低
リ
ス
ク
：
体

細
胞
を
加
工
等
）に
分
類
し
、

医
療
機
関
で
の
当
該
医
療
技

術
の
提
供
計
画
の
妥
当
性
を

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
（
専

門
性
や
第
三
者
性
等
を
含
め

た
審
査
能
力
に
つ
い
て
）
を

受
け
た
審
査
委
員
会
（
認
定

再
生
医
療
等
委
員
会
；
第
1

種
・
2
種
は
よ
り
高
度
な
審

査
能
力
が
要
求
さ
れ
た
特
定

認
定
再
生
医
療
等
委
員
会
）

で
審
議
し
た
上
に
、
国
に
報

告
す
る
こ
と
（
第
1
種
は
厚

設
置
が
認
可
さ
れ
（
認
定
期

間
：
平
成
27
年
8
月
21
日
よ

り
3
年
間
）、
総
合
医
科
学

研
究
棟
9
階
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
特

定
細
胞
加
工
物
製
造
施
設

（
認
定
期
間
：
平
成
27
年
11

月
19
日
よ
り
5
年
間
）
に
認

証
さ
れ
、
当
学
に
お
け
る
再

生
医
療
等
技
術
Ｔ
Ｒ
の
必
要

最
低
限
の
遵
法
体
制
は
構
築

さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
①
当
学
に
お
け

る
再
生
医
療
等
技
術
の
窓
口

と
な
る
組
織
（
例
：
大
阪
大

学
未
来
医
療
セ
ン
タ
ー
；
東

京
医
科
歯
科
大
学
再
生
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
構
築
と

そ
の
位
置
づ
け
、
②
総
合
医

科
学
研
究
棟
8
階
に
設
置
さ

れ
て
い
る
3
箇
所
の
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
利
用
し
た
再
生
医
療

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
（
生
理
学
・

整
形
外
科
：
神
経
細
胞
、
循

環
器
内
科
：
心
筋
、
眼
科
：

角
膜
）
に
付
属
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｃ

の
厚
生
労
働

省
へ
の
認
可

申
請
、
③
新

病
院
棟
（
1

号
館
）
開
設

に
伴
う
現
有

Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
総
合
医
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
：
4
ユ
ニ
ッ
ト
、

病
院
輸
血
細
胞
・
療
法
セ
ン

タ
ー
：
1
ユ
ニ
ッ
ト
）
及
び

1
号
館
5
階
手
術
室
及
び
輸

血
細
胞
・
療
法
セ
ン
タ
ー
に

隣
接
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｃ
用
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
案
（
図
２
）
の
最

終
化
、
な
ど
を
検
討
し
て
行

き
た
い
。

全
に
姿
を
消
し
、
中
央
棟
の

と
り
壊
し
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
建

設
の
た
め
の

募
金
活
動
も

２
０
１
６
年

１
月
末
の
段

階
で
12
億
に

到
達
し
た

が
、
な
お
募

金
協
力
の
進

捗
は
順
風
と

は
言
え
ず
、

こ
の
ま
ま
で

は
目
標
到
達

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ

る
。

　

そ
の
中
で
各
学
年
募
金
委

員
の
集
会
が
２
月
６
日
午
後

４
時
か
ら
新
教
育
研
究
棟
で

開
催
さ
れ
、
対
策
を
議
論
し

た
。
武
田
純
三
三
四
会
長
、

戸
山
芳
昭
常
任
理
事
か
ら
の

お
願
い
と
と
も
に
、
現
状
の

　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
、
1
月
5
日
（
火
）
に

慶
應
義
塾
大
学
病
院
2
号
館

11
階
の
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
藤
井
清
孝
理
事
長
の

ほ
か
役
員
の
方
々
、
ま
た
北

里
家
を
代
表
し
て
北
島
一
郎

氏
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒

頭
に
岡
野
栄
之
医
学
部
長
が

年
頭
の
詞
を
述
べ
、
清
家
篤

塾
長
、
藤
井
清
孝
北
里
研
究

所
理
事
長
、
武
田
純
三
三
四

会
長
、
堀
進
悟
医
学
部
教
授

（
教
職
員
代
表
）
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
賀
詞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
竹
内
勤
病
院
長
の

乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
懇

親
会
で
は
、
三
四
会
役
員
の

方
々
、
関
連
病
院
会
、
医
学

部
、
看
護
医
療
学
部
等
の
先

生
方
な
ど
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
新
年
の
挨
拶
を
交
わ

し
、
親
睦
を
一
層
深
め
ま
し

た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
が

行
わ
れ
、
湯
浅
慎
介
専
任
講

師
（
78
回
）
と
掛
川
渉
専
任

講
師
（
76
相
当
）
の
2
名
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
島
政
樹
名
誉
教
授
（
外

45
回
）
は
、
去
る
２
０
１
５

年
８
月
の
万
国
外
科
学
会

（International Society of 
Surgery / Société 
Internationale　

de 
Chirurgie

：
Ｉ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ

Ｃ
）
の
学
術
集
会
で
あ
る
世

界
外
科
学
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
： 

W
orld　

Congress　

of 
Surgery

）
に
お
い
て
コ
ー

ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、
１

９
０
２
年
創
設
の
世
界
最
古

の
国
際
的
な
外
科
系
学
会
で

あ
り
ま
す
。
学
術
集
会
は
外

科
医
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
たTheodore 

Kocher

を
会
長
と
し
て
ベ
ル

ギ
ー
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ

て
以
来
、
昨
年
の
バ
ン
コ
ク

で
計
46
回
を
数
え
ま
す
。
会

員
に
は
世
界
の
著
明
な
外
科

医
が
名
を
連
ね
、
現
在
の
会

員
数
は
全
世
界
で
２
千
名
を

超
え
ま
す
。
う
ち
日
本
は
米

国
に
次
ぎ
多
く
の
会
員
を
有

す
る
状
況
で
す
。

　

北
島
政
樹
名
誉
教
授
は
２

０
０
１
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大

会
で
栄
誉
あ
る
グ
レ
イ
・
タ

ー
ナ
ー
記
念
講
演
の
演
者
に

選
出
さ
れ
て
以
来
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

／
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
中
核
的

な
役
割
を
果
た
し
、
本
会
に

お
い
て
数
々
の
要
職
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
会
長
を
務
め

た
２
０
０
７
年
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
大
会
の
成
功
、
学
会

の
財
政
基
盤
の
健
全
化
な

ど
、
そ
の
功
績
は
枚
挙
に
遑

が
な
く
、
２
０
１
３
年
に
は

名
誉
会
員
に
推
戴
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
年
、
構
成
学

会
の
一
つ
で
あ
る
国
際
消
化

器
外
科
学
会
で
は
北
島
政
樹

詳
細
な
状
況
報
告
と
活
発
な

募
金
活
動
の
た
め
の
白
熱
し

た
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

個
人
募
金
と
し
て
重
い
寄
付

で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、

何
よ
り
も
社
中
一
丸
と
な
っ

て
、
福
澤
先
生
お
よ
び
門
下

生
が
守
り
育
て
て
き
た
慶
應

義
塾
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
我

々
の
使
命
で
あ
る
こ
と
の
強

い
意
識
が
共
有
さ
れ
た
。

　

熱
い
議
論
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
育
つ
後
輩
の
た
め
に
、

そ
し
て
新
た
な
医
療
を
求
め

る
患
者
の
た
め
に
も
募
金
委

員
か
ら
お
願
い
を
積
極
的
に

　

医
学
部
・
医
学
研
究
科
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
６
年
ぶ
り
に

フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
従
来
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

は
、主
に
内
部
向
け
で
、外
部

の
方
に
「
慶
應
の
医
学
部
ら

し
さ
」
を
十
分
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
０
１
７
年
の
医
学
部

創
立
１
０
０
年
を
前
に
、
受

験
生
や
研
究
関
係
者
な
ど
外

部
の
方
に
力
強
く
継
続
的
に

慶
應
医
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ

く
、
２
０
１
５
年
夏
か
ら
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し

た
。制
作
は
、岡
野
栄
之
医
学

部
長
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長

補
佐
の
も
と
、
20
名
か
ら
な

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
検
討
会
議

（
中
川
種
昭
委
員
長
）が
企
画

立
案
を
行
い
、
各
教
室
を
代

表
す
る
73
名
か
ら
な
る
医
学

部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
委
員
会
が

制
作
支
援
を
行
う
体
制
で
、

医
学
部
教
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

は
、
他
の
医
学
部
が
数
年
は

追
い
つ
か
な
い
よ
う
な
、
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ

た
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
ま
し
た
。

　

重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
医

学
部
受
験
生
と
海
外
か
ら
の

留
学
生
と
考
え
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
求
め
る
情
報
に
た
ど
り

着
き
や
す
い
導
線
作
り
を
は

じ
め
、
他
大
学
に
は
な
い
独

自
の
魅
力
を
整
理
し
、
シ
ン

プ
ル
に
伝
え
る
こ
と
に
力
を

名
誉
教
授
の
名
前
を
冠
し
た

Kitajima Prize

が
創
設
さ

れ
、
昨
年
の
バ
ン
コ
ク
大
会

に
お
い
て
２
回
目
の
表
彰
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
、学

会
定
款
の
改
定
で
新
た
に
創

設
さ
れ
た
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
オ

ナ
ー
（Court of Honor

）

と
い
う
役
職
の
初
代
メ
ン
バ

ー
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本

職
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
構

成
す
る
専
門
学
会
、
関
係

国
、
関
係
者
等
の
利
害
が
対

立
し
た
場
合
に
、
高
所
大
所

か
ら
裁
定
を
行
い
円
滑
に
学

会
の
運
営
を
推
し
進
め
る
重

責
で
あ
り
、
司
法
に
お
け
る

最
高
裁
判
所
の
判
事
に
相
当

す
る
立
場
と
い
え
ま
す
。
定

員
３
名
で
、
数
少
な
い
名
誉

会
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
ま

す
。
長
年New England 

Journal of M
edicine

の

Editorial Board Member

を
務
め
る
な
ど
、
外
科
学
に

お
け
る
国
際
的
な
功
績
と
、

幅
広
い
人
脈
と
暖
か
い
お
人

柄
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

兼
ね
て
か
ら
北
島
政
樹
名

誉
教
授
は
外
科
医
に
求
め
ら

れ
る
資
質
と
し
て
、Art

、

Science

、Humanity

の
３

つ
の
重
要
性
を
説
い
て
き
ま

し
た
。
万
国
外
科
学
会
の
コ

ー
ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー
は
、

ま
さ
に
こ
の
す
べ
て
の
力
量

を
発
揮
し
て
は
じ
め
て
成
し

得
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
国

際
医
療
福
祉
大
学
の
学
長
と

し
て
、
新
し
い
医
学
部
の
創

設
に
向
け
多
忙
を
極
め
る

中
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
お

引
き
受
け
に
な
っ
た
の
も
、

医
学
界
に
お
け
る
わ
が
国
お

よ
び
慶
應
義
塾
の
国
際
的
な

立
場
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
北

島
政
樹
名
誉
教
授
の
一
層
の

ご
健
勝
を
祈
り
つ
つ
、
そ
の

お
気
持
ち
に
応
え
る
べ
く
後

輩
一
同
、
気
を
引
き
締
め
て

診
療
・
教
育
・
研
究
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

（
和
田
則
仁　

外
71
回
）

発
信
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

た
。

（
末
岡　

浩　

59
回
）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

URL

は
、http://www.med.

keio.ac.jp

で
す
。

（
文
責
：
中
川
種
昭
、

　

門
川
俊
明
、
谷
口
真
子
）

入
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、

「Our  5  Core Values 

～
５

つ
の
価
値
～
」
と
い
う
メ
イ

ン
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ト
ッ
プ
画

面
に
設
置
し
、
こ
の
１
ペ
ー

ジ
で
独
自
の
魅
力
・
特
徴
を

シ
ン
プ
ル
に
伝
え
、
興
味
を

も
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
詳

細
ペ
ー
ジ
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
教
室
・
講
座
一
覧
」

「
教
員
・
研
究
者
一
覧
」な
ど
、

ア
ク
セ
ス
が
多
く
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
知
り
た
い
情
報
を
整
理

し
、
顔
写
真
を
入
れ
る
こ
と

で
、
よ
り
親
近
感
を
醸
成
す

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
に
、多
く
の
教
員
、学
生
、

研
究
生
、留
学
生
、卒
業
生
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た

重
要
な
点
は
、や
は
り
、人
の

魅
力
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。そ
こ
で【Features

】
と
い
う
、
学
生
や
卒
業
生
、

研
究
者
、
学
校
行
事
、
研
究

な
ど
の
最
新
情
報
を
発
信
し

て
い
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ン

テ
ン
ツ
を
設
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
学
生
生
活
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
は
、
医
学
部
生
や

留
学
生
の
１
日
の
生
活
や
、

入
学
前
後
で
変
化
し
た
慶
應

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
リ
ア
ル
に

取
り
上
げ
る
な
ど
、
多
様
な

人
物
を
通
じ
て
医
学
部
・
医

学
研
究
科
を
知
っ
て
も
ら
う

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
英
語
版
サ
イ
ト
の

公
開
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
世
界
の
優
秀
な

学
生
、
研
究
者
に
慶
應
の
医

学
部
・
医
学
研
究
科
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
優
秀

な
留
学
生
を
集
め
、
共
同
研

究
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
、

今
後
も
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
な

っ
た
医
学
部
・
医
学
研
究
科

　

新
病
院
棟
建
設
も
着
々
と

進
行
し
、
既
に
７
号
棟
は
完

生
科
学
審
議
会
の
審
査
を
経

由
）
が
義
務
化
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
治
療
に
用
い
る
細
胞

（
特
定
細
胞
加
工
物
）
の
製

造
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
得
た
細
胞
培
養
加
工
施

設
（cell processing 

center

：
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
で
行
う

こ
と
と
さ
れ
た
（
図
1
）。

　

周
知
の
ご
と
く
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
技
術
を
用
い
た
再
生
医
療

の
早
期
実
用
化
は
現
政
権
の

成
長
戦
略
の
目
玉
で
あ
り
、

当
学
は
そ
の
拠
点
の
一
つ

（
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
、
再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
拠

点
Ａ
：
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神

経
前
駆
細
胞
を
用
い
た
脊
髄

損
傷
・
脳
梗
塞
の
再
生
医

療
、
研
究
代
表
者
：
岡
野
栄

之
、
他
）
を
担
い
、
新
法
に

対
応
し
た
体
制
整
備
を
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特
定

認
定
再
生
医
療
等
委
員
会
の

医学研究奨励賞受賞者。右から、湯浅慎介専任講師、金
井隆典医学研究奨励事業委員会委員長、掛川渉専任講師 清家篤塾長によるご挨拶

懇親会の様子

平成28年 新年祝賀式開催慶
應
医
学
部
１
０
０
周
年
に
向
け
た

4
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
取
り
組
み

第
２
回

短
期
集
中
連
載

趣
旨
：
Ｃ
Ｐ
Ｃ
運
営
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
で
の
総

合
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
現
有
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
厚
生

労
働
省
へ
の
届
け
出
と
、
新
法
に
準
拠
し
た
再
生
医

療
実
施
の
た
め
の
体
制
整
備
と
情
報
収
集
を
行
う
。

Ｃ
Ｐ
Ｃ
・
再
生
医
療
推
進

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

半
田 

誠（
55
回
）

輸
血
・
細
胞
療
法
セ
ン
タ
ー

教
授

慶應医学部新聞編集室の
メールアドレスが新しくなりました。

医学部新聞への投稿、ご意見、ご感想、
近況などは上記アドレスまでお送りく
ださい。

アドレス帳の変更などをお願いします。

〈新しいアドレス〉

sansikai-editor@
mediproduce.com

三四会奨励賞の推薦について
Young Investigator Award、 Keio University School of Medicine 

Alumni Association（Sanshikai）

目　　的　若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学の
発展を図る。

対　　象　次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員 （本塾関連
病院のみではなく、研究施設他大学、地域等で業績を上げている三四会
員も含む）
　１．対象となる分野
　　　イ、臨床医学　　　ロ、基礎医学
　２．満40歳以下

推薦方法
１．推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教

授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大学教授（三四会員）
とします。 

２．推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会奨励賞
推薦状）により候補者を推薦して下さい。 

３．推薦締切りは平成28年4月22日（金）必着、三四会事務局宛とし
ます。 

4．提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集会発表の
場合はそれを証明するコピーと800字程度の抄録）、オリジナル１
部とコピー10セットが必要です。 

５．対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書（オリジナル
１部とコピー10部）が必要となります。 

※推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部とし、コピー
も同じ体裁に整えてください。

※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
    URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果，約８名程度の受賞者
を決定します。受賞者は平成28年６月11日（土）に予定されている三四
会定例評議員会で表彰され，賞状および副賞が授与されます。

三四会社会功労賞の推薦について
目　　的　地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会
の名誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発展を
図る。

対　　象　１、表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会
員（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大
学、地域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　２、年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法

１、推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾
大学医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員お
よび他大学教授（三四会員）とします。

２、推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式
（三四会社会功労賞推薦状）により候補者を推薦
してください。

３、締め切りは、平成28年4月22日（金）必着、三四
会事務局宛とします。

4、提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に
沿った業績目録、客観的に評価しうる資料等、オ
リジナル１部とコピー10セットが必要です。

※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
URL: http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正
な選考の結果、原則１名の受賞者を決定します。受賞者は平成28
年６月11日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰さ
れ、賞状および副賞が授与されます。


